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1-1　生徒の知的興味・関心に応える、時代を捉えた新鮮な題材を選びました。
・ことばの教育、国際理解教育、人間教育を基本とし、生徒の知的興味を喚起して知性や感性を育む題材を選びました。
・20世紀を歴史・芸術・活躍した人々など、さまざまな角度から振り返ります。20世紀はどんな時代であったか――学び、考えることで、21世紀を担う生徒の生きる力を養います。
・ことばと人間との関係やことばと社会との関係など広くことばへの関心を高め、豊かな言語観を育てます。
・ことば、文化、民族の多様性とその共存を国際理解の基本理念とし、国際感覚と国際協調の精神の育成を図ります。
・アメリカやイギリスだけでなく、エジプトや韓国などの英語話者が多く登場します。
1-2　コミュニケーションという観点を重視し、言語の使用場面と働きを明確かつ多岐にわたって設定しました。
・実際のコミュニケーションにおけるメッセージの役割を重視し、生徒の興味・関心を喚起する題材内容を提示するとともに、「言語の使用場面」の明確化と「言語の働き」に留意しながら、創造的な言語活動を目指します。
・中学校における学習で習得した基礎的な能力をさらに伸長させながら、４技能における言語活動の有機的な関連を図りました。
・Activity Workshopでは４技能を有機的に結びつけた活動を機能別に行い、実践的コミュニケーション能力を養います。とくにListen up!では、センター試験の形式を踏襲し、リスニングの強化を体系的に行います。

・Feedbackは本課の内容に関連させた、自分の考えを発信する新しい活動です。
・Chat Roomでは本課に関連した話題で、日常会話の基本表現を学びます。
1-3　様々な形式の英語を用意し、実践的な英語運用能力の養成を目指します。
・自己紹介、インタビュー、スピーチ、プレゼンテーションなど、本文の英文の形式が豊富で、生徒が自己発信する際のサンプルとして有用です。
・相槌や同意、反対などを表す日常会話の定型表現が豊富で、コミュニケーション能力の幅を広げることができます。
2-1　言語材料は易から難へと配列し、既習事項はスパイラル学習します。
・文型・文法の解説に十分な分量をさき、基礎・基本の学習を重視しました。
・中学校の復習から基本的な文法項目までを段階的に配置しました。既習事項は本文で繰り返し扱い、反復学習します。
・基礎・基本である文法・文型を定着させる練習問題を豊富に用意しました。
2-2　単語・熟語を精選しました。
・限られた語彙の中でも豊かな表現ができるよう、単語や熟語は使用頻度の高いものを精選しました。
・既習の語彙をその後の課でも扱い、反復学習ができるように工夫しました。
2-3　４技能の有機的な結びつきを重視しました。
・本文はリズムや文の長さなどにも配慮し、音読指導にも適しています。
・本文の内容を問うリスニング問題、Sound Studioなど、「聞く」活動も十分に行なえるよう配慮しました。
・Activity Workshopでは「聞いて書く」「読んで話す」「書いて話す」など、４技能のどれかに片寄ることのない活動ができるように配慮しました。
3-1　写真や図版を豊富に用意しました。
・写真や図版を豊富に扱うことで題材に対する興味を喚起します。また、内容理解の一助にもなります。
・とくにレッスン扉の写真は、調べ学習などの発展的な学習に応用することができます。
3-2　学習効果や指導上の便宜を図った紙面構成です。
・脚注の熟語に安易に日本語を与えず、例文や同義語を示すなどして、生徒の学習意欲を喚起する配慮をしました。
・脚注に新出文法項目の例文を掲載し、授業時に使いやすいように配慮しました。
・脚注に内容を問う英語の質問があり、授業時の使いやすさや生徒が自学自習できるように配慮しました。
4-1　発展的な学習が可能なように、様々な材料を用意しました。
・Feedbackはグループワークや自己表現活動などに発展させることができます。
・レッスン扉の写真は授業の導入だけでなく、調べ学習の材料として使うことができます。
・Optional Lessonを1課、Optional Readingを1課用意し、選択的に扱うことができます。
